
         

１０７４日間  

～卒業式を迎えられる３年生保護者の皆様へ～ 

                         校 長  松 尾  了 

３年生保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。 

 ３年前、年号が平成であった最後の年、そして令和になった最初の年に、お子さんが天沼中に入学され

ました。そして、１年生から２年生へ進級する時期に、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために全国

的な学校休業となりました。 

 そこからは、本当にさまざまなことがありました。いや、あったというより、無くなりました。行事の

中止や変更、部活動の活動制限など、お子さんが中学校生活で楽しみにしていたことが次々と無くなっ

たり制限されたりする中、「あったこと」は１人１台タブレットが貸与されたことや東京オリンピック・

パラリンピックが開催されたことでした。今では当たり前の

行動様式になっている、朝の健康観察、マスクの常時着用、

三密を回避した行動、給食の時間は前を向いたまま黙食の毎

日。３年前には想像していない毎日です。入学当時には想像

できない、さまざまな対応を余儀なくされた三年間であった

ことと存じます。 

そこで、お子さんの入学当時のことを知りたくて、前校長

の水野英利先生の入学式式辞を読んでみました。以下は当時

の式辞の一部です。 
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（平成３１年４月 入学式式辞 一部抜粋・改変） 

モンスターは、どんな時に現れるのか。それは、あなたが下ばかり向いていると現れるのです。

自分で限界を決めてしまってあきらめたり、ウソをついてごまかしたり、弱音を吐くとどこからと

もなく現れてきます。では、このモンスターと出会わないためにはどうしたらよいのでしょう。 

まず大切なのは明るさです。あなたの明るさ、あなたの笑顔、それを忘れないことです。それさ

えあれば、あなたは守られます。次は、さわやかさです。ちょっとの失敗でいつまでもくよくよし

ていてはいけません。モンスターを出現させないもう一つは、人間らしくいることです。怪物を寄

せ付けない一番の力は、より人間らしくあることです。それは、人としての心をもつことであり、

いじわるやからかいなどはせず、思いやりや感謝の気持ちを常に忘れず、真心で人に接することで

す。万が一、下を向いてしまいモンスターが現れてしまったら、その時は、勇敢に立ち向かってく

ださい。一人で心細ければ、仲間を頼ってください。前向きに、そして勇敢に挑戦する生徒とそれ

を応援してくれる人たちがいるので、安心してください。今日この日から、皆さんが、天沼中学校

の一員として明るい笑顔で、さわやかにスタートを切り、三年間、思う存分力を発揮してくれるこ

とを心から願っています。 

 

卒業式予行練習にて 

 やっと全校で校歌を歌えました 
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入学式から本日の卒業式までの１０７４日間、予言されていたモンスターばかりでなく、コロナ

禍という強大なモンスターも現れ、保護者の皆様におかれましては大変なご負担、ご心労をおかけ

しましたことと拝察いたします。そんな中でも、本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、本日を

迎えることができました。 

 

さて、１０７４日に渡る、お子さんとこのモンスターとの闘いにおいて、お子さんは、まさに「明

るく、さわやかに、人間らしい、人としての温かい心、思いやりや感謝の気持ちを常に忘れず、真心

で人に接する」ことで善戦してくれました。２年生でのスキー移動教室の中止、その後、校外学習へ

の取組の企画プレゼンと実施。運動会ではリーダーシップを発揮し、成功に導いてくれました。修

学旅行では皆で協力し、学びとお互いの絆を深めました。そして音楽発表会、学芸発表会でも１、２

年生のお手本として、素晴らしい活躍をしてくれました。このような行事での活躍を支えていたの

は、毎日の地道な取り組みの中で学年集団として成長されたお子さん方であったからこそと感じて

います。制限がある中でも自主的（自主）に何ができるか考え、考えたことを実行に移す際には皆で

協力しながら（共生）、自分たちでできることはまずはチャレンジしてみる（自律）。そんな「自主・

自律・共生」の精神を発揮しながら、３年間を積み上げることができ

たからこそです。そして、お子さんがこのように活動できたのも、ご

家庭の皆様のご理解とご協力をいただきながら教育活動ができたか

らこそと感じております。 

 

３月１６日に行ったお別れの会

では、そんな３年生の力を再認識し

た日となりました。３年生の発案で

企画された、進路に向けての取組に

ついて３年生から下級生への助言を集めた冊子の贈呈、あいさつの

大切さを伝えるためのユーモラスで温かい気持ちになる自主制作動

画の上映。どれも、３年生の学年集団としての力が存分に表れたもの

でした。 

廊下ですれ違うときには、自然とさわやかに挨拶をしてくれ、明る

い表情で毎日を過ごしてくれている何気ない日常、そして温かみのあ

る人間関係を築いてきた３年生の生徒たちならではの、心温まる内容

でした。 

 

結びとなりますが、３年生の保護者の皆様、お子様のご卒業おめ 

でとうございます。これまで本校に対する多大なるご理解ご協力に 

対し感謝を申し上げますと共に、今後とも母校とな

ります天沼中学校を末永くご支援くださいますよ

うお願いいたします。本日までのご理解とご協力を

いただきありがとうございました。 

在校生からお祝いメッセージ 

「ちょっと待った！」と、 

3 年生 

自主制作動画「あいさつしようよ」 

３年生が退場します 

１， ２年生からの合唱のプレゼント 

心のこもった「ＴＯＭＯＲＲＯＷ」 

自主制作「冊子」 

 これからの受験生へ↓ 



都築淳一同窓会会長様から、予行練習の後にご挨拶をいただきました。 

卒業生の皆さんは 4 月から天沼中の同窓生となります。ずっと、天沼中学校を 

支え、見守ってください。 

また、時には学校に顔を見せてください。「社会人マナー」として、あらかじめ 

電話で訪問のお約束をしてからのご訪問をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 諸表彰の後、「天沼中レスキュー隊」の修了式が行われました。修了証と、３年間

続けて入隊していた３年生に記念の盾が贈られました。レスキュー隊を代表して、

在校生に、「レスキュー隊で学んだこと」や「在校生に伝えたい思い」を語ってくれ

ました。なかなか本格的な活動ができない１年ではありましたが、防災の心構えを

もって、これからも地域の役に立ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

祝 ＊ ご 卒 業（文中敬称略） 
 卒業生の皆様、保護者の皆様、９年間の義務教育を終え、それぞれの未来には 

ばたく日がやって来ました。ご卒業、おめでとうございます。 

   令和３年度 第７３回卒業式 

 今年度は、在校生代表生徒が体育館に参列、２学年生徒がリモートで参加しました。 

     卒業生代表の言葉  ３年 岡田 悠作  井上 里桜  都筑 大輔 

                  藤原 汐里  下津 航生  後藤 にこ     

校歌 指揮・伴奏  ３年 塩入 紗良  大橋 茉希 

在校生代表の言葉  ２年 大谷津 紀理  

表  彰 

 １６日、予行練習のあと、３年生関係の表彰が行われました。 

優良卒業生   学習に対する意欲及び成果をものづくりをとおして発揮し、 

さらに卒業後の進路に目的をもっている生徒を対象として 

与えられる賞 

３年 藤原 汐里  堀 和佳奈 

体育優良生徒  体育の授業やスポーツ、健康な体づくりに積極的に取り組 

み、他の模範となった生徒に与えられる賞 

３年 金澤 大河  後藤 にこ 

ことだま名人検定証 

３年 鈴木 智一  小杉 香弥 

 

レスキュー隊修了式 

 

 

 

 

 



  
  

 

夢に向かって歩んで行ってください。

応援しています。🎵🎵 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


